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「大学評価・学位研究」執筆要領

平成２１年２月１６日

研究成果刊行物編集委員会決定

第１ 原稿について、ワープロで印刷する場合は、１行４０文字、１ページ３８行程度と

する。また、印刷工程の簡素化のために、原稿を含むファイルを保存した電子媒体を添

付することが望ましい（電子メールに添付して送付することも可）。なお、その際に、

ファイル等が破損するなどの不都合が生じても、独立行政法人大学評価・学位授与機構

は責任を負わない。

第２ 提出する本文のファイル形式は、原則としてMicrosoft Word、一太郎、テキストフ

ァイルのいずれかとする。また図及び表のファイル形式はMicrosoft Excel、Lotus1-2-3、

及びJPGなどの画像ファイルが望ましい。それ以外の種類のファイル形式は対応できない

可能性もある。その際には、独立行政法人大学評価・学位授与機構研究成果刊行物編集

委員会（以下、「委員会」という。）から著者に対して、可能なファイルへの変換を要

請することもありうる。なお、特殊な電子媒体、ファイルであると思われる場合には、

前もって、委員会に問い合わせることが望ましい。

第３ 掲載する文章の長さは特に制限を設けないが、２０ページを超える場合には、委員

会より切り詰めを要請することがある。

第４ 原稿の構成は次に掲げるとおりとする。

一 投稿原稿には表紙をつける。表紙には、表題、著者名、所属名を和文・英文で併記

する。また、原稿区分（「論文」、「研究ノート・資料」）を明記する。

二 本文には、表題、要旨、キーワード（５語程度）本文、参考文献、図及び表を含む。

なお、要旨は和文英文の両方を併記し、和文は４００字程度、英文は１２０語程度と

する。また、査読を行う際には、著者名は伏せて行うので、本文の表題の下には、著

者名は付さない。

三 委員会より依頼する「招待論文」については、原稿区分は記載しないでよいが、そ

の他の事項は、一般の投稿に準ずるものとする。

第５ 文章は、原則として、日本語又は英語とし、日本語は現代仮名遣いを用いる。

第６ 大学評価・学位研究は、多くの領域にわたる学際的な学術誌であるので、専門を異

にする読者にもわかるように配慮すること。なお、その点について、委員会から注記な

どの付加を要請することがある。

第７ 本文の章立ては、原則として、「１．～」「２．～」とし、その章に含まれる節立

ては、「1．1～」「1．2～」などとする。

第８ 図及び表は、正確かつ明瞭に書く。それぞれの図及び表には、図１、表１などの通

し番号を付すと共に、必ず題を付ける。なお、図については図の下に題を付し、表につ

いては表の上に題を付す。

第９ 図、表及び写真等は、ハードコピーを文中に組み込むか、あるいは、右側余白など

に通し番号などを用いて、挿入位置を明確に指示した上で、別に添付するものとする。

なお、印刷の過程で別に鮮明な図表原稿の提出を求める場合がある。
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第１０ 図及び表に関しては、出力されたものをそのまま写真製版できるものの提出が望

ましい。なお、印刷業者にトレース等、新たに図等を作成する必要がある場合には、そ

の図等にその旨を明記すること。

第１１ 文献は、本文中では（著者名、発刊年）などの形で読者に分かりやすいように示し、

本文の最後に文献リストをまとめて示す。

第１２ 参考文献の記述形式は、原則的には以下のようにする。ただし、著者が適切と考

える場合には、別の記述形式を用いてもよい。

《学術誌等の文献記載例》

1)川口昭彦 (2003)「東京大学における学士前期課程教育の授業評価」『大学評価』，2，
3-20．

2) Martin, B. R. & J. Irvine (1983) “Assessing basic research”. Research Policy, 12,
61-90.

3)ウルリッヒ・タイヒラー（2003）「ヨーロッパにおける学位の相互承認と単位互換－

経験と課題－」（吉川裕美子 訳）『学位研究』，17，25-50．
《著書等の文献記載例》

4) 舘昭 (1997) 『大学改革――日本とアメリカ』 玉川大学出版会

5) Birnbaum R. (2001) Management Fads in Higher Education. Jossey-Bass
第１３ 注は、原則としてその注をつける本文の箇所と同一の頁の下部に記述する。ただ

し、本文の最後にまとめて記述してもよい。

第１４ 著者による校正は、再校までとする。


